
情報Ⅰ

4-1 Python作法1

4-1-5 変数

4-1-6  input()関数



4-1-5 変数  

変数 

               変数を皿とする 

皿 

代入演算子は = である。同値の場合は == である。



a=100 # 変数a=100とする
b=10 # 変数b=10とする
c=1          # 変数c=1とする
print(a*3+b*5+c*7) # 数式計算結果表示
print(a*5+b*2+c*3) # 数式計算結果表示

直接数式処理をさせる



a=100
b=10
c=1
x=a*3+b*5+c*7 # 変数xを定義
y=a*5+b*2+c*3 # 変数yを定義
print(x) # 変数xを表示
print(y) # 変数yを表示

変数を介して数式処理をさせる



4-1-6 input()関数：キーボードを使ったデータ入力
input("what's your name?") # 名を問う
input("How old are you?") # 年齢を問う

ポイント➡ inputで獲得した値は文字型



4-1-6 input()関数：キーボードを使ったデータ入力
・x=input("what's your name?") # 入力値を変数xとする

print(x)
・y=input("How old are you?") # 入力値を変数yとする

print(y)
print(y+1)
print(int(y)+1)



例題 本体価格を回答させて、10%税込み価格を提示するコード
・p=input('How much?') # 本体価格を問う
・print('Payment is',float(p)*1.1,'yen including tax')

# 税込み価格を提示


